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は
じ
め
に

　

か
つ
て
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
社
会
主
義
連
邦
共
和
国
を
構
成
し
、
一
九
九
〇

年
代
初
頭
に
激
し
い
紛
争
を
経
て
分
離
・
独
立
し
た
ク
ロ
ア
チ
ア
と
セ
ル
ビ
ア

で
は
、
長
ら
く
歴
史
教
育
に
お
い
て
和
解
を
妨
げ
る
対
立
的
な
認
識
の
存
在
が

問
題
視
さ
れ
て
き
た）

1
（

。
両
国
と
も
に
紛
争
を
推
進
し
て
き
た
指
導
者
と
そ
の
所

属
政
党
が
二
〇
〇
〇
年
年
代
初
頭
に
下
野
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
か）

2
（

、
両
国
の
歴

史
教
科
書
に
見
ら
れ
た
民
族
主
義
的
傾
向
は
総
じ
て
抑
制
的
な
も
の
と
な
り
、

か
つ
て
の
国
定
教
科
書
と
し
て
の
側
面
も
徐
々
に
薄
れ
て
い
っ
た）

3
（

。
歴
史
教
育

を
め
ぐ
る
二
国
間
あ
る
い
は
近
隣
の
南
東
欧
（
バ
ル
カ
ン
）
諸
国
を
含
む
多
国

間
の
取
り
組
み
が
進
行
し
て
い
た
こ
と
も
そ
の
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る）

4
（

。

　

現
在
、
ク
ロ
ア
チ
ア
と
セ
ル
ビ
ア
で
は
新
た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
く
歴

史
教
科
書
が
順
次
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、
と
く
に
ク
ロ
ア
チ
ア
の
場
合
、
二
〇

一
六
年
に
発
足
し
た
中
道
右
派
政
権
が
推
進
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
案
に
対

し
て
は
、
当
初
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
逆
行
す
る
よ
う
な
民
族
主
義
的
傾
向
の

復
活
を
危
惧
す
る
声
が
あ
が
っ
て
い
た）

5
（

。
そ
れ
で
も
、
こ
の
新
た
な
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
は
二
〇
一
九
年
に
小
学
校
五
年
生
と
中
学
校
一
年
生
で
、
ま
た
二
〇
二
〇

年
に
小
学
校
六
・
七
年
生
と
中
学
校
二
・
三
年
生
で
導
入
さ
れ
、
二
〇
二
一
年

に
残
り
の
小
学
校
八
年
生
と
中
学
校
四
年
生
で
導
入
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
。

　

本
稿
の
目
的
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
で
二
〇
二
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
新
た
な
小
学

校
七
年
生
向
け
の
歴
史
教
科
書
の
記
述
を
そ
れ
以
前
の
も
の
と
比
較
し
つ
つ
、

そ
れ
ら
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
地
域
史
的
視
点
を
分
析
す
る
こ
と
に
あ
る）

6
（

。

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
歴
史
教
科
書
が
ク
ロ
ア
チ
ア
史
を
南
東

欧
で
は
な
く
中
欧
あ
る
い
は
広
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
中
に
積
極
的
に
位
置
づ
け

よ
う
と
す
る
一
方
、
そ
の
内
容
が
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
・
諸
民
族
の
歴

史
を
ほ
と
ん
ど
無
視
し
、
敵
対
的
な
場
面
で
だ
け
登
場
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
は
大
い
に
問
題
で
あ
っ
た
。
ク
ロ
ア
チ
ア
の
歴
史
教
育
の
専
門
家

で
あ
る
ス
ニ
ェ
ジ
ャ
ナ
・
コ
レ
ン
は
、
こ
の
状
況
に
つ
い
て
「
南
ス
ラ
ヴ
諸
民

論
　
文ク

ロ
ア
チ
ア
近
代
史
と
地
域
史
的
視
点
│
│
新
た
な
歴
史
教
科
書
の
分
析
か
ら
│
│石

田
信
一
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族
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
箇
所
が
、
教
科
書
か
ら
も
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
か
ら
も

減
少
」
す
る
一
方
、「
事
実
無
根
の
否
定
的
解
釈
が
放
置
さ
れ
る
と
い
う
ケ
ー

ス
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
」、「
一
般
に
流
布
し
た
否
定
的
イ
メ
ー
ジ
の
強
化
が
促

進
さ
れ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る）

7
（

。
二
〇
二
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
教
科
書
に
、
危

惧
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
民
族
主
義
的
傾
向
、
と
く
に
か
つ
て
問
題
視
さ
れ
た
セ

ル
ビ
ア
人
を
は
じ
め
と
す
る
近
隣
諸
民
族
と
の
対
立
を
助
長
す
る
よ
う
な
記
述

は
残
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
点
に
着
目
し
つ
つ
、
そ
の
根
幹
に
あ
る
「
ク

ロ
ア
チ
ア
中
心
主
義
史
観
」
を
相
対
化
し
う
る
地
域
史
的
視
点
は
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
る
の
か
、
検
証
し
て
い
く
。

　

な
お
、
本
稿
は
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
度
跡
見
学
園
女
子
大
学
特
別
研
究

助
成
費
（
研
究
課
題
「
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
に
お
け
る
歴
史
教
科
書
の

比
較
研
究
」）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る）

8
（

。

１
．
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
歴
史
教
科
書
の
特
徴

　

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
社
会
主
義
連
邦
共
和
国
時
代
に
は
す
べ
て
の
共
和
国
・

自
治
州
で
八
年
制
の
小
学
校
（
義
務
教
育
）
と
三
〜
四
年
制
の
中
学
校
が
標
準

的
で
あ
っ
た
が
、
連
邦
解
体
後
、
多
く
の
国
々
が
九
年
制
の
小
学
校
へ
と
移
行

す
る
中
で
、
ク
ロ
ア
チ
ア
は
セ
ル
ビ
ア
と
並
ん
で
例
外
的
に
八
年
制
の
小
学
校

を
維
持
し
て
き
た
。
ま
た
、
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
中
学
校
に
は
、
四
年
制
の

ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
ほ
か
、
三
〜
五
年
制
の
職
業
専
門
学
校
、
四
年
制
の
芸
術
学

校
の
区
分
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
コ
ソ
ヴ
ォ
を
除
く
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国

に
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
、
小
学
校
五
〜
八
年
生
、
中
学
校

（
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
）
一
〜
四
年
生
で
そ
れ
ぞ
れ
七
〇
時
間
（
総
合
ギ
ム
ナ
ジ
ウ

ム
で
は
九
六
時
間
）「
歴
史
」
の
授
業
が
必
修
と
さ
れ
て
い
る）

9
（

。
日
本
の
よ
う

に
日
本
史
と
世
界
史
の
区
別
は
な
く
、
時
代
順
に
一
年
目
は
古
代
史
、
二
年
目

は
中
世
・
近
世
史
、
三
年
目
は
近
代
史
、
四
年
目
は
現
代
史
（
第
一
次
世
界
大

戦
以
降
）
を
取
り
扱
い
、
教
科
書
は
小
学
校
・
中
学
校
と
も
に
四
分
冊
と
な
っ

て
い
る
。
な
お
、
中
学
校
の
う
ち
職
業
専
門
学
校
で
は
歴
史
教
科
書
は
四
〜
五

年
制
の
場
合
は
二
分
冊
、
三
年
制
の
場
合
は
一
冊
の
み
の
簡
便
な
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

　

ク
ロ
ア
チ
ア
で
は
長
ら
く
シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・
ク
ニ
ガ
（Školska knjiga

）
が

歴
史
教
科
書
出
版
を
ほ
ぼ
独
占
し
て
き
た
が
、
一
九
九
六
年
に
ア
ル
フ
ァ

（A
lfa

）、
一
九
九
八
年
に
プ
ロ
フ
ィ
ル
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（Profil 

International

）
や
ビ
ー
ロ
テ
フ
ニ
カ
（B

irotehnika

）
が
部
分
的
に
参
入
し
、

さ
ら
に
二
〇
〇
〇
年
以
降
は
リ
エ
ヴ
ァ
ク
（Ljevak

）
や
メ
リ
デ
ィ
ヤ
ニ

（M
eridijani

）
な
ど
が
こ
れ
に
加
わ
る
と
と
も
に
、
従
来
の
教
科
書
の
大
半
が

新
版
に
変
わ
っ
た
。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
近
代
史
に
関
連
す
る
教
科
書
は
、
小
学
校
七
年
生
向
け

の
も
の
と
中
学
校
三
年
生
向
け
の
も
の
で
あ
る
。
二
〇
二
〇
年
に
科
学
・
教
育

省
の
認
可
を
受
け
て
刊
行
さ
れ
た
新
た
な
歴
史
教
科
書
と
し
て
、
前
者
に
は
ア

ル
フ
ァ
、
ア
ル
カ
・
ス
ク
リ
プ
ト
（A

lka script

）、
プ
ロ
フ
ィ
ル
・
ク
レ
ッ
ト

（Profil-K
lett

）、
シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・
ク
ニ
ガ
の
四
社
四
種
類
、
後
者
に
は
ア
ル

フ
ァ
、
メ
リ
デ
ィ
ヤ
ニ
、
プ
ロ
フ
ィ
ル
・
ク
レ
ッ
ト
、
シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・
ク
ニ

ガ
の
四
社
四
種
類
が
あ
る）
10
（

。
新
課
程
に
移
行
済
み
の
他
の
学
年
（
小
学
校
五
〜

六
年
生
お
よ
び
中
学
校
一
〜
二
年
生
）
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
っ
た
く
同
じ
四
社
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四
種
類
の
教
科
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
前
回
の
教
科
書
の
新
規
採
択

は
二
〇
一
四
年
に
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
際
に
認
可
さ
れ
て
い
た
歴
史
教
科
書
の

う
ち
、
執
筆
者
が
同
一
の
も
の
は
二
〇
〇
七
年
に
初
版
が
出
た
シ
ュ
コ
ル
ス

カ
・
ク
ニ
ガ
の
小
学
校
七
年
生
向
け
の
教
科
書
（
エ
ル
デ
リ
ャ
と
ス
ト
ヤ
コ

ヴ
ィ
チ
の
共
著
）
だ
け
で
あ
る）

11
（

。
新
規
参
入
と
な
っ
た
ア
ル
カ
・
ス
ク
リ
プ
ト

を
別
に
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
出
版
社
が
執
筆
者
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
交
代
さ
せ
、

ま
っ
た
く
新
し
い
シ
リ
ー
ズ
を
刊
行
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
二
〇
一
九
年

に
採
択
さ
れ
た
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
別
々
に
組
み
立

て
ら
れ
て
い
た
小
学
校
と
中
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
一
体
化
さ
れ
た
こ
と
も
、

そ
の
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
小
学
校
七
年
生
向
け
お
よ
び
中
学
校
三
年

生
向
け
の
歴
史
教
科
書
の
範
囲
は
初
め
て
ほ
ぼ
同
一
の
も
の
と
な
り
、
と
く
に

中
学
校
向
け
の
も
の
は
小
学
校
向
け
の
も
の
に
あ
わ
せ
て
大
が
か
り
な
改
訂
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
小
学
校
七
年
生
と
同
じ
く
中
学
校

三
年
生
で
も
「
第
一
次
世
界
大
戦
」
を
取
り
扱
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
従
来
、

「
第
一
次
世
界
大
戦
」
は
中
学
校
四
年
生
の
範
囲
で
あ
っ
た
）。

　

ク
ロ
ア
チ
ア
の
歴
史
教
科
書
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
前
述
の
通
り
四
分
冊

と
な
っ
て
お
り
、
か
な
り
の
分
量
が
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ほ
ぼ
継
続
性

が
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・
ク
ニ
ガ
の
小
学
校
七
年
生
向
け
の
歴

史
教
科
書
を
見
る
と
、
二
〇
〇
〇
年
版
で
は
一
四
五
頁
、
二
〇
〇
七
年
版
で
は

二
二
一
頁
と
大
幅
に
分
量
が
増
え
て
い
た
が
、
二
〇
一
四
年
版
で
は
二
〇
一
頁
、

さ
ら
に
二
〇
二
〇
年
版
で
は
一
七
六
頁
に
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
教

科
書
の
重
量
（
＝
児
童
生
徒
の
負
担
）
を
批
判
す
る
世
論
の
高
ま
り
か
ら
軽
量

化
が
は
か
ら
れ
た
こ
と
に
加
え
、
デ
ジ
タ
ル
教
材
の
併
用
を
前
提
と
す
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
中
学
校
三
年
生
向
け
の
歴
史
教

科
書
に
関
し
て
言
え
ば
、
も
っ
と
も
薄
い
シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・
ク
ニ
ガ
の
教
科
書

で
二
四
〇
頁
、
約
五
二
二
グ
ラ
ム
、
も
っ
と
も
厚
い
メ
リ
デ
ィ
ヤ
ニ
の
教
科
書

で
三
二
七
頁
、
七
二
〇
グ
ラ
ム
と
必
ず
し
も
軽
量
化
が
進
ん
で
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
前
者
は
縦
二
八
セ
ン
チ
、
横
二
〇
セ
ン
チ
、
後
者
は
縦
二
八
セ
ン
チ
、

横
二
一
セ
ン
チ
で
、
多
く
の
教
科
書
が
そ
れ
と
大
き
く
変
わ
ら
な
い
サ
イ
ズ
で

あ
る
（
日
本
の
も
の
と
比
べ
て
も
重
く
て
大
き
い
）。

　

二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
教
科
書
は
写
真
、
地
図
、
史
料
な
ど
の
図
版
が
多
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
大
き
な
特
徴
と
言
え
る
。
も
と
よ
り
当
該
項
目
に
あ
て

て
い
る
頁
数
が
大
き
く
異
な
る
と
は
い
え
、
日
本
の
あ
る
高
校
向
け
世
界
史
教

科
書
が
「
第
一
次
世
界
大
戦
」
に
地
図
二
点
と
そ
の
他
の
図
版
八
点
を
掲
載
し

て
い
る
の
に
対
し
て）
12
（

、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・
ク
ニ
ガ
刊
行
の
中
学

校
三
年
生
向
け
歴
史
教
科
書
は
同
じ
箇
所
に
地
図
七
点
、
そ
の
他
の
図
版
四
〇

点
を
掲
載
し
て
い
る）
13
（

。
一
九
九
〇
年
代
後
半
の
教
科
書
が
掲
載
し
て
い
た
の
が

地
図
三
点
、
そ
の
他
の
図
版
一
一
点
で
あ
っ
た
こ
と
と
比
べ
て
も
、
か
な
り
増

え
て
い
る
こ
と
わ
か
る）
14
（

。

　

全
般
的
な
傾
向
と
し
て
、
一
九
九
〇
年
代
の
教
科
書
で
は
政
治
史
・
軍
事
史

に
関
す
る
記
述
が
大
半
を
占
め
、
世
界
史
や
地
域
史
よ
り
も
ク
ロ
ア
チ
ア
史
に

関
す
る
記
述
が
多
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て）
15
（

、
二
〇
〇
〇
年
代
の
教
科
書
で
は
文

化
・
社
会
・
経
済
史
に
関
す
る
記
述
が
増
え
、
世
界
史
と
ク
ロ
ア
チ
ア
史
の
記

述
の
バ
ラ
ン
ス
も
逆
転
し
て
お
り）
16
（

、
こ
う
し
た
傾
向
は
二
〇
一
九
年
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
準
拠
し
た
教
科
書
で
も
維
持
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る）
17
（

。
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２
．
新
た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
歴
史
教
科
書
に
お
け
る
近
代
史

　

二
〇
一
九
年
に
採
択
さ
れ
た
新
た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
い
て
、「
歴
史
」

は
五
つ
の
分
野
、
す
な
わ
ち
①
社
会
、
②
経
済
、
③
科
学
・
技
術
、
④
政
治
、

⑤
哲
学
・
宗
教
・
文
化
に
区
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
を
ク
ロ
ア
チ
ア
史
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
史
、
世
界
史
の
文
脈
で
学
ぶ
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
各
学
年
に

一
六
の
必
修
テ
ー
マ
と
二
つ
の
選
択
テ
ー
マ
が
課
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
大
き
な

特
徴
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
小
学
校
七
年
生
向
け
の
「
歴
史
」
の
必
修
テ
ー

マ
と
選
択
テ
ー
マ
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。
な
お
、
中
学
校
三
年
生
向
け
の

も
の
は
、
時
代
的
な
範
囲
は
ほ
ぼ
重
な
る
も
の
の
、
個
々
の
テ
ー
マ
が
異
な
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

【
必
修
テ
ー
マ
】

① 

社
会
分
野
：「
宮
廷
・
啓
蒙
絶
対
主
義
時
代
の
ク
ロ
ア
チ
ア
諸
邦
」、「
ク

ロ
ア
チ
ア
諸
邦
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
統
治
、
ク
ロ
ア
チ
ア
民
族
再
生
│
イ

リ
リ
ア
運
動
」、「
産
業
革
命
│
都
市
の
発
展
と
労
働
者
問
題
：
ク
ロ
ア
チ

ア
の
工
業
化
」、「
近
代
ク
ロ
ア
チ
ア
の
基
礎
：
ク
ロ
ア
チ
ア
市
民
社
会
の

建
設
」。

② 

経
済
分
野
：「
産
業
革
命
│
都
市
の
発
展
」、「
ク
ロ
ア
チ
ア
の
工
業
化
」、

「
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
へ
の
転
換
期
の
経
済
・
人
口
の
変
化
」。

③ 

科
学
・
技
術
分
野
：「
科
学
・
技
術
の
勝
利
と
そ
の
資
本
主
義
へ
の
適
用
」、

「
軍
事
的
・
政
治
的
同
盟
と
各
国
の
関
係
」。

④ 

政
治
分
野
：「
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
、フ
ラ
ン
ス
革
命
、ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
」、

「
一
八
四
八
／
四
九
年
革
命
、
国
民
と
国
民
国
家
の
形
成
」、「
ハ
プ
ス
ブ

ル
ク
帝
国
と
ク
ロ
ア
チ
ア
諸
邦
に
お
け
る
十
月
勅
書
か
ら
第
一
次
世
界
大

戦
ま
で
の
議
会
活
動
」、「
第
一
次
世
界
大
戦
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
国

境
の
修
正
」。

⑤ 

哲
学
・
宗
教
・
文
化
分
野
：「
啓
蒙
主
義
の
時
代
」、「
一
九
世
紀
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
と
ク
ロ
ア
チ
ア
国
民
形
成
」、「
近
代
の
芸
術
│
絵
画
、
音
楽
、

文
学
」。

【
選
択
テ
ー
マ
】

① 

「
新
た
な
国
家
・
社
会
思
想
：
独
立
宣
言
、
人
権
宣
言
、
女
性
と
市
民
の

権
利
に
関
す
る
宣
言
」、「
郷
土
史
か
ら
見
た
第
一
次
世
界
大
戦
」。

② 

「
蒸
気
機
関
の
工
業
と
交
通
へ
の
影
響
」、「
郷
土
史
か
ら
見
た
産
業
革
命

の
影
響
」。

③ 

「
八
〇
日
間
世
界
一
周
」、「
ア
フ
リ
カ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
探
検
」。

④ 

「
民
族
再
生
の
時
代
│
郷
土
史
の
事
例
」、「
二
〇
世
紀
初
頭
の
国
際
的
危

機
と
地
域
的
戦
争
」。

⑤ 

「
ス
ポ
ー
ツ
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
の
発
展
」、「
学
校
制
度
の
発
展
│
郷

土
史
の
事
例
」。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
示
さ
れ
た
テ
ー
マ
は
分
野
別
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
実
際
の
教
科
書
の
章
立
て
と
は
一
致
し
て
い
な
い
が
、
当
然
な
が
ら
対

応
関
係
が
あ
る
。
教
科
書
に
も
、
ど
の
分
野
の
テ
ー
マ
で
あ
る
か
が
明
記
さ
れ

て
い
る
。
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例
え
ば
、
シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・
ク
ニ
ガ
の
小
学
校
七
年
生
向
け
の
歴
史
教
科
書

（
前
掲
）
は
項
目
数
が
非
常
に
多
く
、
目
次
に
は
ど
の
分
野
の
テ
ー
マ
か
示
さ

れ
て
い
な
い
が
、
各
項
目
に
は
分
野
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
各
項
目
と
そ
の
分

野
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
便
宜
的
に
教
科
書
に
は
な
い
通
し
番
号
を
つ
け
て
い

る
）。

（
１

）
啓
蒙
主
義
、
啓
蒙
絶
対
主
義
（
①
啓
蒙
主
義
の
時
代
（
哲
学
・
宗
教
・

文
化
分
野
）、
②
啓
蒙
絶
対
主
義
（
社
会
分
野
）、
③
啓
蒙
絶
対
主
義
時
代
の
ク

ロ
ア
チ
ア
諸
邦
（
社
会
分
野
））。

（
２

）
革
命
と
民
族
運
動
（
①
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
（
政
治
分
野
）、
②
一
九

世
紀
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
拡
大
（
政
治
分
野
、
社
会
分
野
）、
③
フ
ラ
ン
ス

革
命
：
原
因
と
開
始
（
政
治
分
野
、
社
会
分
野
）、
④
フ
ラ
ン
ス
革
命
：
共
和

国
か
ら
恐
怖
政
治
へ
（
社
会
分
野
、
政
治
分
野
）、
⑤
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
（
社

会
分
野
、政
治
分
野
）、⑥
フ
ラ
ン
ス
統
治
下
の
ク
ロ
ア
チ
ア
諸
邦
（
社
会
分
野
）、

⑦
一
九
世
紀
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
（
哲
学
・
宗
教
・
文
化
分
野
）、
⑧
国
民
意
識
：

ク
ロ
ア
チ
ア
民
族
再
生
│
イ
リ
リ
ア
運
動
（
哲
学
・
宗
教
・
文
化
分
野
）、
⑨

ダ
ル
マ
チ
ア
と
イ
ス
ト
リ
ア
の
民
族
再
生
（
政
治
分
野
、
哲
学
・
宗
教
・
文
化

分
野
）、
⑩
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
一
八
四
八
／
四
九
年
革
命
（
政
治
分
野
）、

⑪
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
一
八
四
八
／
四
九
年
革
命
（
政
治
分
野
）、
⑫
国
民

国
家
の
建
設
│
イ
タ
リ
ア
の
事
例
（
政
治
分
野
）、
⑬
国
民
国
家
の
建
設
│
ド

イ
ツ
の
事
例
（
政
治
分
野
））。

（
３

）
経
済
的
・
社
会
的
発
展
（
①
第
一
次
産
業
革
命
（
経
済
分
野
、
科
学
・

技
術
分
野
）、
②
第
二
次
産
業
革
命
（
社
会
分
野
、
経
済
分
野
、
科
学
・
技
術

分
野
）、
③
科
学
の
進
歩
と
社
会
の
変
化
（
科
学
・
技
術
分
野
、
社
会
分
野
）、

④
都
市
の
発
展
と
労
働
者
問
題
（
社
会
分
野
、
経
済
分
野
）、
⑤
ク
ロ
ア
チ
ア

の
工
業
化
（
経
済
分
野
）、
⑥
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
へ
の
転
換
期
の
経
済

的
・
社
会
的
変
化
（
社
会
分
野
、
経
済
分
野
）、
⑦
ロ
マ
ン
主
義
（
哲
学
・
宗

教
・
文
化
分
野
）、
⑧
一
九
世
紀
後
半
と
二
〇
世
紀
初
頭
の
芸
術
の
潮
流
と
大

衆
文
化
（
哲
学
・
宗
教
・
文
化
分
野
））。

（
４

）
一
九
世
紀
後
半
と
二
〇
世
紀
初
頭
の
政
治
的
関
係
（
①
新
絶
対
主
義
と

一
八
六
一
年
の
ク
ロ
ア
チ
ア
議
会
（
政
治
分
野
）、
②
ク
ロ
ア
チ
ア
＝
ハ
ン
ガ

リ
ー
協
定
（
政
治
分
野
）、
③
イ
ヴ
ァ
ン
・
マ
ジ
ュ
ラ
ニ
チ
総
督
（
政
治
分
野
）、

④
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
へ
の
転
換
期
の
ク
ロ
ア
チ
ア
（
政
治
分
野
）、
⑤

植
民
地
主
義
（
政
治
分
野
、
経
済
分
野
）
⑥
軍
事
的
・
政
治
的
同
盟
と
各
国
の

関
係
（
政
治
分
野
）、
⑦
第
一
次
世
界
大
戦
：
原
因
と
契
機
（
政
治
分
野
）、
⑧

第
一
次
世
界
大
戦
：
戦
争
の
初
期
（
政
治
分
野
）、
⑨
第
一
次
世
界
大
戦
：
終

戦
（
政
治
分
野
、
社
会
分
野
）、
⑩
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
ク
ロ
ア
チ
ア
（
哲

学
・
宗
教
・
文
化
分
野
））。

　

こ
の
ほ
か
、
四
つ
の
選
択
テ
ー
マ
（「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ア
フ
リ
カ
の
探

検
」、「
ス
ポ
ー
ツ
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
の
発
展
」、「
ク
ロ
ア
チ
ア
国
外
の
ク

ロ
ア
チ
ア
人
の
再
生
と
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
少
数
民
族
の
再
生
」、「
二
〇
世

紀
初
頭
の
国
際
的
危
機
と
地
域
的
戦
争
」）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
教
科
書

そ
の
も
の
に
記
述
は
な
く
、
デ
ジ
タ
ル
教
材
を
活
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・
ク
ニ
ガ
の
教
科
書
の
特
徴
と
し
て
、
各
項
目
が
五
分
野
の

い
ず
れ
か
と
厳
密
に
は
対
応
せ
ず
、
二
〜
三
分
野
に
ま
た
が
る
項
目
も
あ
る
こ

と
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
科
学
・
技
術
分
野
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
軍
事
・
政
治
的
同
盟
と
各
国
の
関
係
」
が
こ
の
教
科
書
で
は
政
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治
分
野
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。

　

一
方
、
プ
ロ
フ
ィ
ル
・
ク
レ
ッ
ト
の
小
学
校
七
年
生
向
け
の
歴
史
教
科
書
の

章
立
て
は
、
①
啓
蒙
主
義
の
時
代
（
宗
教
・
文
化
分
野
）、
②
市
民
革
命
の
時

代
（
政
治
分
野
）、
③
産
業
革
命
の
時
代
（
社
会
分
野
）、
④
科
学
・
技
術
の
勝

利
と
そ
の
資
本
主
義
へ
の
適
用
（
科
学
・
技
術
分
野
）、
⑤
都
市
の
発
展
（
政

治
分
野
）、
⑥
一
九
世
紀
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
（
宗
教
・
文
化
分
野
）、
⑦
啓
蒙
絶

対
主
義
時
代
の
ク
ロ
ア
チ
ア
諸
邦
（
社
会
分
野
）、
⑧
一
九
世
紀
前
半
の
ク
ロ

ア
チ
ア
諸
邦
（
社
会
分
野
）、
⑨
国
民
と
国
民
国
家
の
形
成
（
政
治
分
野
）、
⑩

第
一
次
世
界
大
戦
開
戦
ま
で
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
に
お
け
る
議
会
活
動
（
政

治
分
野
）、
⑪
ク
ロ
ア
チ
ア
市
民
社
会
の
建
設
（
社
会
分
野
）、
⑫
ク
ロ
ア
チ
ア

諸
邦
の
工
業
化
（
経
済
分
野
）、
⑬
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
へ
の
転
換
期
の

経
済
・
人
口
の
変
化
（
経
済
分
野
）、
⑭
軍
事
・
政
治
的
同
盟
と
各
国
の
関
係

（
科
学
・
技
術
分
野
）、
⑮
第
一
次
世
界
大
戦
（
政
治
分
野
）、
⑯
第
一
次
世
界

大
戦
の
ク
ロ
ア
チ
ア
地
域
へ
の
反
映
（
選
択
テ
ー
マ
）、
⑰
ス
ポ
ー
ツ
と
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
運
動
の
発
展
（
選
択
テ
ー
マ
）、
⑱
近
代
の
芸
術
（
宗
教
・
文
化
分

野
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
章
立
て
自
体
は
、
シ
ュ
コ
ル
カ
・
ク
ニ
ガ
の
も
の

に
比
べ
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
忠
実
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
ア
ル
カ
・
ス
ク
リ
プ
ト
の
学
校
七
年
生
向
け
の
歴
史
教
科
書
の
章
立

て
は
、（
１

）
一
八
世
紀
と
一
九
世
紀
初
頭
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
①
啓
蒙
主
義
と

啓
蒙
絶
対
主
義
の
時
代
（
哲
学
・
宗
教
・
文
化
分
野
）、
②
啓
蒙
絶
対
主
義
時

代
の
ク
ロ
ア
チ
ア
諸
邦
（
社
会
分
野
、
哲
学
・
宗
教
・
文
化
分
野
）、
③
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
の
建
国
（
政
治
分
野
）、
④
第
一
次
産
業
革
命
（
科
学
・
技
術
分
野
、

哲
学
・
宗
教
・
文
化
分
野
）、
⑤
フ
ラ
ン
ス
革
命
（
政
治
分
野
）、
⑥
ナ
ポ
レ
オ

ン
時
代
（
政
治
分
野
）、
⑦
フ
ラ
ン
ス
統
治
下
の
ク
ロ
ア
チ
ア
諸
邦
（
社
会
分

野
））、（
２

）
一
九
世
紀
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
近
代
的
国
民
の
形
成
（
①
一
九

世
紀
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
（
哲
学
・
宗
教
・
文
化
分
野
）、
②
ク
ロ
ア
チ
ア
民
族

再
生
│
イ
リ
リ
ア
運
動
（
社
会
分
野
、
政
治
分
野
、
哲
学
・
宗
教
・
文
化
分
野
）、

③
一
八
四
八
／
四
九
年
革
命
│
諸
国
民
の
春
（
政
治
分
野
）、
④
ク
ロ
ア
チ
ア

に
お
け
る
革
命
的
な
一
八
四
八
／
四
九
年
（
政
治
分
野
））、（
３

）
一
九
世
紀

後
半
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
世
界
（
①
一
九
世
紀
後
半
の
東
欧
と
南
東
欧
（
科
学
・

技
術
分
野
、
政
治
分
野
）、
②
一
九
世
紀
後
半
の
中
欧
（
科
学
・
技
術
分
野
、

政
治
分
野
）、
③
一
九
世
紀
後
半
の
西
欧
（
科
学
・
技
術
分
野
）、
④
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
│
約
束
の
地
（
経
済
分
野
）、
⑤
第
二
次
産
業
革
命
（
社
会
分
野
、
経

済
分
野
、
科
学
・
技
術
分
野
）、
⑥
ク
ロ
ア
チ
ア
の
工
業
化
（
社
会
分
野
、
経

済
分
野
）、
⑦
都
市
の
発
展
と
労
働
者
問
題
（
社
会
分
野
、
経
済
分
野
、
科
学
・

技
術
分
野
）、
⑧
植
民
地
主
義
で
競
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
（
科
学
・
技
術
分
野
）、

⑨
一
九
世
紀
の
文
化
と
芸
術
（
哲
学
・
宗
教
・
文
化
分
野
））、（
４

）
一
九
世

紀
半
ば
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
開
戦
ま
で
の
ク
ロ
ア
チ
ア
と
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝

国
（
①
バ
ッ
ハ
の
絶
対
主
義
時
代
の
ク
ロ
ア
チ
ア
（
政
治
分
野
）、
②
統
合
か

自
治
か
│
一
八
六
〇
年
代
の
ク
ロ
ア
チ
ア
問
題
（
政
治
分
野
）、
③
ウ
ィ
ー
ン

と
ペ
シ
ュ
ト
の
間
（
政
治
分
野
）、
④
イ
ヴ
ァ
ン
・
マ
ジ
ュ
ラ
ニ
総
督
（
政
治

分
野
）、
⑤
ク
エ
ン
＝
ヘ
ー
デ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
の
時
代
（
政
治
分
野
）、
⑥
一
九
〇

〇
年
代
の
ク
ロ
ア
チ
ア
（
政
治
分
野
））、（
５

）
大
戦
争
中
の
世
界
（
一
九
一

四
〜
一
八
年
）（
①
世
紀
転
換
期
の
国
家
間
関
係
（
科
学
・
技
術
分
野
、
政
治

分
野
）、
②
第
一
次
世
界
大
戦
（
科
学
・
技
術
分
野
、
政
治
分
野
）、
③
大
戦
争

の
銃
後
で
（
経
済
分
野
）、
④
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
ク
ロ
ア
チ
ア
諸
邦
（
政
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治
分
野
））、
そ
し
て
選
択
テ
ー
マ
（
①
オ
パ
テ
ィ
ヤ
歴
史
散
歩
（
社
会
分
野
、

経
済
分
野
、
科
学
・
技
術
分
野
）、
②
い
か
に
し
て
渡
米
す
る
か
（
社
会
分
野
、

経
済
分
野
、
科
学
・
技
術
分
野
））
と
な
っ
て
い
る
。
シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・
ク
ニ

ガ
の
教
科
書
と
同
じ
く
、
各
項
目
が
五
分
野
の
い
ず
れ
か
と
厳
密
に
は
対
応
せ

ず
、
む
し
ろ
二
〜
三
分
野
に
ま
た
が
る
項
目
が
多
い
。

３
．
歴
史
教
科
書
に
お
け
る
地
域
史
的
視
点
（
１
）

　

続
い
て
、
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
二
〇
二
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
教
科
書
を

参
照
し
つ
つ
、
か
つ
て
問
題
視
さ
れ
た
セ
ル
ビ
ア
人
を
は
じ
め
と
す
る
近
隣
諸

民
族
と
の
対
立
を
助
長
す
る
よ
う
な
記
述
は
残
さ
れ
て
い
る
の
か
を
分
析
す
る

と
と
と
も
に
、
歴
史
教
科
書
の
根
幹
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
「
ク
ロ
ア
チ
ア
中

心
主
義
史
観
」
を
相
対
化
し
う
る
地
域
史
的
視
点
は
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の

か
を
検
証
し
た
い
。

　

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
社
会
主
義
連
邦
共
和
国
時
代
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
歴
史
教

科
書
で
は
ク
ロ
ア
チ
ア
史
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
同
じ
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ヴ
ィ
ア
国
民
で
あ
る
ク
ロ
ア
チ
ア
人
以
外
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
民
族

の
歴
史
も
詳
し
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た）
18
（

。
そ
れ
は
南
東
欧
の
地
域
史
と
し
て

の
側
面
を
持
つ
も
の
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
南
ス
ラ
ヴ
統
一
国
家
と
し

て
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
形
成
を
前
提
と
し
た
記
述
が
目
に
つ
き
、
と
く
に

小
学
校
七
年
生
向
け
の
歴
史
教
科
書
に
は
「
第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
の
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ヴ
ィ
ア
理
念
と
民
族
問
題
の
展
開
」（
全
六
頁）
19
（

）
お
よ
び
「
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ヴ
ィ
ア
の
少
数
民
族
の
民
族
運
動
と
再
生
」（
全
六
頁）
20
（

）
と
い
う
章
さ
え
設
け

ら
れ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
当
該
教
科
書
に
肖
像
画
ま
た
は
肖
像
写
真
付
き
で

掲
載
さ
れ
た
い
た
人
物
は
、
セ
ル
ビ
ア
人
に
限
っ
て
も
、
セ
ル
ビ
ア
出
身
ま
た

は
セ
ル
ビ
ア
を
拠
点
と
し
て
い
た
ド
シ
テ
イ
・
オ
ブ
ラ
ド
ヴ
ィ
チ
、
ヴ
ー
ク
・

カ
ラ
ジ
ッ
チ
、
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
・
ペ
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
・
カ
ラ
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
、
ミ
ロ

シ
ュ
・
オ
ブ
レ
ノ
ヴ
ィ
チ
、
ミ
ハ
イ
ロ
・
オ
ブ
レ
ノ
ヴ
ィ
チ
、
ミ
ラ
ン
・
オ
ブ

レ
ノ
ヴ
ィ
チ
、
ペ
タ
ル
・
カ
ラ
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
ヴ
ィ
チ
、
ス
ヴ
ェ
ト
ザ
ル
・
マ
ル

コ
ヴ
ィ
チ
、
デ
ィ
ミ
ト
リ
イ
ェ
・
ト
ゥ
ツ
ォ
ヴ
ィ
チ
、
ス
テ
ヴ
ァ
ン
・
モ
ク
ラ

ニ
ャ
ツ
、
ニ
コ
ラ
・
パ
シ
ッ
チ
ら
の
ほ
か
、
ク
ロ
ア
チ
ア
出
身
で
ボ
ス
ニ
ア
で

活
躍
し
た
オ
メ
ル
・
パ
シ
ャ
（
ミ
ハ
イ
ロ
・
ラ
タ
ス
）、
同
じ
く
ク
ロ
ア
チ
ア

出
身
で
世
界
的
に
著
名
な
発
明
家
と
な
っ
た
ニ
コ
ラ
・
テ
ス
ラ
、
さ
ら
に
ヴ
ォ

イ
ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
出
身
ま
た
は
ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
を
拠
点
と
し
て
い
た
ヨ
シ

プ
・
ラ
ヤ
チ
ッ
チ
、
ス
テ
ヴ
ァ
ン
・
ス
プ
リ
カ
ツ
、
ス
ヴ
ェ
ト
ザ
ル
・
ミ
レ

テ
ィ
チ
、
ヨ
ヴ
ァ
ン
・
ボ
シ
ュ
コ
ヴ
ィ
チ
、
ヴ
ラ
ダ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
ヴ
ィ
チ
、

ミ
ラ
ン
・
ク
ユ
ン
ジ
ッ
チ
、
ヨ
ヴ
ァ
ン
・
ヨ
ヴ
ァ
ノ
ヴ
ィ
チ
・
ズ
マ
イ
、
ス

ヴ
ェ
ト
ザ
ル
・
プ
リ
ビ
チ
ェ
ヴ
ィ
チ
ら
、
さ
ら
に
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ

ヴ
ィ
ナ
出
身
の
ル
カ
・
ヴ
カ
ロ
ヴ
ィ
チ
、
ス
ト
ヤ
ン
・
コ
ヴ
ァ
チ
ェ
ヴ
ィ
チ
、

ペ
タ
ル
・
コ
チ
ッ
チ
、
ヴ
ァ
サ
・
ペ
ラ
ギ
ッ
チ
、
ボ
グ
ダ
ン
・
ジ
ェ
ラ
イ
ッ
チ
、

ガ
ブ
リ
ロ
・
プ
リ
ン
ツ
ィ
プ
に
至
る
ま
で
相
当
な
数
に
上
っ
て
い
た
（
厳
密
な

意
味
で
セ
ル
ビ
ア
人
で
あ
る
か
ど
う
か
に
は
異
論
も
あ
る
）。

　

し
か
し
、
ク
ロ
ア
チ
ア
が
一
九
九
一
年
に
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
社
会
主
義
連

邦
共
和
国
か
ら
分
離
・
独
立
し
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
以
降
の
歴
史
教
科
書
は

内
容
が
一
新
さ
れ
て
い
っ
た
。
よ
う
や
く
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
確
立
さ
れ

た
一
九
九
〇
年
代
後
半
の
小
学
校
七
年
生
向
け
の
歴
史
教
科
書
に
は
「
一
八
世



88

紀
末
か
ら
一
九
世
紀
半
ば
ま
で
の
ア
ル
プ
ス
・
バ
ル
カ
ン
地
域
」
と
い
う
章
が

設
け
ら
れ
て
お
り
（
全
八
頁
）、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
諸
邦
、
南
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ボ

ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
、
セ
ル
ビ
ア
と
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
に
関
す
る
記
述

が
見
ら
れ
る
が
、
と
く
に
セ
ル
ビ
ア
に
関
し
て
は
「
セ
ル
ビ
ア
公
国
の
大
セ
ル

ビ
ア
主
義
的
政
策）
21
（

」
と
い
う
見
出
し
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
侵
略
主
義
・
領
土
拡

大
主
義
を
批
判
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
も
、
一
九
世
紀
後
半
以
降
の

そ
れ
ら
の
地
域
の
歴
史
に
関
し
て
は
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
だ
け

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
以
外
は
「
発
達
し
た
資
本
主
義
の
世
界
（
一
九
世
紀

後
半）
22
（

）」
や
「
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
諸
事
件
、
バ
ル
カ
ン
戦
争）
23
（

」
と
い
っ
た

世
界
史
の
重
要
事
項
の
中
で
わ
ず
か
に
触
れ
ら
れ
る
だ
け
で
、
セ
ル
ビ
ア
は
第

一
次
世
界
大
戦
の
契
機
と
な
っ
た
サ
ラ
イ
ェ
ヴ
ォ
事
件
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
位

継
承
者
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
夫
妻
の
暗
殺
）
の
元
凶
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
た
。
地
域
史
的
視
点
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
近
隣
諸
国
・
諸
民

族
と
の
敵
対
関
係
を
強
調
す
る
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

前
述
の
コ
レ
ン
は
二
〇
〇
〇
年
代
の
教
科
書
改
訂
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て

「
ク
ロ
ア
チ
ア
中
心
主
義
史
観
を
伴
う
」
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
障
害
と
な
っ
て
地

域
史
的
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る）
24
（

。
こ
の
時

期
に
歴
史
教
科
書
は
多
様
化
し
、「
ク
ロ
ア
チ
ア
中
心
主
義
史
観
」
も
大
い
に

改
善
さ
れ
た
た
も
の
の
、
ク
ロ
ア
チ
ア
史
を
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
民
族
の

歴
史
と
関
連
づ
け
る
と
い
う
形
で
の
地
域
史
的
視
点
が
復
活
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
あ
る
い
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
関
係
を
は
じ
め
と
し
て
、

ク
ロ
ア
チ
ア
史
を
世
界
史
、
主
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
中
に
積
極
的
に
位
置
づ
け

よ
う
と
し
て
い
る
面
が
あ
る
も
の
の
、
断
片
的
な
記
述
が
大
半
で
あ
り
、
地
域

史
的
視
点
と
み
な
し
う
る
も
の
で
は
な
い
。
強
い
て
言
え
ば
、
こ
の
時
期
に
補

強
さ
れ
た
文
化
史
に
関
連
す
る
記
述
に
お
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
文

芸
思
潮
と
ク
ロ
ア
チ
ア
や
他
の
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
の
動
向
を
結
び
つ

け
る
試
み
が
な
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
二
〇
〇
七
年
刊
行
の
シ
ュ
ル
ス
カ
・
ク

ニ
ガ
の
小
学
校
七
年
生
向
け
の
教
科
書
に
は
、
ロ
マ
ン
主
義
の
文
脈
で
イ
リ
リ

ア
運
動
の
担
い
手
で
あ
る
リ
ュ
デ
ヴ
ィ
ト
・
ガ
イ
、
イ
ヴ
ァ
ン
・
ク
ク
リ
ェ

ヴ
ィ
チ
・
サ
ク
ツ
ィ
ン
ス
キ
、
ペ
タ
ル
・
プ
レ
ラ
ド
ヴ
ィ
チ
（
セ
ル
ビ
ア
系
）、

ス
タ
ン
コ
・
ヴ
ラ
ズ
（
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
系
）
の
ほ
か
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ペ
テ
ー

フ
ィ
・
シ
ャ
ー
ン
ド
ル
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
の
フ
ラ
ン
ツ
ェ
・
プ
レ
シ
ェ
レ
ン
ら

の
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る）

25
（

。

　

そ
れ
で
も
、
二
〇
一
九
年
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
の
シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・
ク

ニ
ガ
の
教
科
書
に
は
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
を
含
む
南
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
歴
史
が
あ
る
程
度
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
（
以
下
、
便
宜
的
に
通
し
番
号

を
つ
け
て
い
る
）。
具
体
的
に
は
、
①
オ
ス
マ
ン
帝
国
支
配
下
の
ギ
リ
シ
ア
で

独
立
戦
争
が
起
き
、
一
八
三
二
年
に
独
立
が
国
際
的
に
承
認
さ
れ
た
こ
と）
26
（

、
②

オ
ス
マ
ン
帝
国
支
配
下
の
セ
ル
ビ
ア
で
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
・
ペ
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
（
カ
ラ

ジ
ョ
ル
ジ
ェ
）
が
一
八
〇
四
年
に
起
こ
し
た
第
一
次
セ
ル
ビ
ア
蜂
起
、
同
じ
く

ミ
ロ
シ
ュ
・
オ
ブ
レ
ノ
ヴ
ィ
チ
が
一
八
一
五
年
に
起
こ
し
た
第
二
次
セ
ル
ビ
ア

蜂
起
の
結
果
、
自
治
権
を
獲
得
し
た
こ
と）
27
（

、
③
セ
ル
ビ
ア
は
大
国
に
対
抗
す
る

た
め
に
領
土
の
拡
大
を
求
め
て
お
り
、
イ
リ
ヤ
・
ガ
ラ
シ
ャ
ニ
ン
が
一
八
四
四

年
に
発
表
し
た
大
セ
ル
ビ
ア
の
建
設
を
め
ざ
す
『
ナ
チ
ェ
ル
タ
ー
ニ
エ
』
が
そ

の
指
針
で
あ
る
こ
と）
28
（

、
④
一
九
世
紀
半
ば
に
は
セ
ル
ビ
ア
の
言
語
学
者
ヴ
ー

ク
・
カ
ラ
ジ
ッ
チ
が
ク
ロ
ア
チ
ア
人
の
大
半
が
用
い
る
シ
ュ
ト
方
言
の
話
し
手
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を
セ
ル
ビ
ア
人
と
み
な
し
て
論
争
が
生
じ
た
こ
と）

29
（

、
⑤
一
八
七
五
年
の
ボ
ス
ニ

ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
蜂
起
を
契
機
と
し
て
セ
ル
ビ
ア
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
、

ロ
シ
ア
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
交
戦
し
、
一
八
七
八
年
の
ベ
ル
リ
ン
会
議
で
セ
ル

ビ
ア
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
独
立
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ

リ
ー
に
よ
る
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
占
領
が
国
際
的
に
承
認
さ
れ

る
一
方
、
サ
ン
・
ス
テ
フ
ァ
ノ
条
約
で
認
め
ら
れ
て
い
た
大
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
建

設
が
破
棄
さ
れ
た
こ
と）
30
（

、
⑥
一
九
〇
八
年
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
が

ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
を
併
合
し
た
こ
と
で
、
同
地
へ
の
領
土
拡
大

を
め
ざ
し
て
い
た
セ
ル
ビ
ア
の
反
発
を
買
っ
た
こ
と）
31
（

、
⑦
一
九
一
二
〜
一
三
年

の
バ
ル
カ
ン
戦
争
で
ま
ず
ギ
リ
シ
ア
、
セ
ル
ビ
ア
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
、
ブ
ル
ガ

リ
ア
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
戦
っ
て
勝
利
し
た
が
、
さ
ら
に
領
土
拡
大
を
め
ざ
す

ブ
ル
ガ
リ
ア
と
セ
ル
ビ
ア
、
ギ
リ
シ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
、
オ

ス
マ
ン
帝
国
の
間
で
戦
争
が
起
こ
り
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
が
大
敗
し
た
こ
と）
32
（

、
⑧
一

九
一
四
年
に
セ
ル
ビ
ア
と
結
び
つ
い
た
ガ
ヴ
リ
ロ
・
プ
リ
ン
ツ
ィ
プ
が
オ
ー
ス

ト
リ
ア
帝
位
継
承
者
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
夫
妻
を
銃
撃
・
暗
殺
し

た
サ
ラ
イ
ェ
ヴ
ォ
事
件
を
契
機
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
セ
ル
ビ
ア

に
最
後
通
牒
を
突
き
付
け
、
セ
ル
ビ
ア
が
こ
れ
を
拒
否
し
た
こ
と
で
第
一
次
世

界
大
戦
が
勃
発
し
た
こ
と）
33
（

、
⑨
一
九
一
五
年
に
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
委
員
会
が

結
成
さ
れ
、
セ
ル
ビ
ア
政
府
と
南
ス
ラ
ヴ
統
一
国
家
の
建
設
を
め
ぐ
る
交
渉
に

入
っ
た
こ
と）
34
（

な
ど
で
あ
る
。
⑨
と
の
関
連
で
は
、
セ
ル
ビ
ア
首
相
の
ニ
コ
ラ
・

パ
シ
ッ
チ
の
名
前
も
登
場
し
て
い
る）
35
（

。
な
お
、
シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・
ク
ニ
ガ
の
場

合
、
南
ス
ラ
ヴ
統
一
国
家
と
し
て
の
セ
ル
ビ
ア
人
・
ク
ロ
ア
チ
ア
人
・
ス
ロ

ヴ
ェ
ニ
ア
人
王
国
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
八
年
生
向
け
の
教
科
書

の
冒
頭
で
取
り
扱
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
（
こ
の
学
年
に
は
二
〇
一
九
年
に
採

択
さ
れ
た
新
た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
適
用
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
二
〇
二
〇
年

現
在
も
旧
来
の
教
科
書
が
使
用
さ
れ
て
い
る
）、
一
九
一
七
年
に
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ヴ
ィ
ア
委
員
会
と
パ
シ
ッ
チ
ら
セ
ル
ビ
ア
政
府
代
表
が
南
ス
ラ
ヴ
統
一
国
家
の

建
設
で
合
意
し
た
コ
ル
フ
宣
言
等
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
小
学
校
七
年
生
向

け
の
教
科
書
に
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た）

36
（

。

　

一
方
、
ク
ロ
ア
チ
ア
国
内
の
セ
ル
ビ
ア
人
に
つ
い
て
も
、
⑩
ク
ロ
ア
チ
ア
最

大
の
少
数
民
族
は
セ
ル
ビ
ア
人
で
あ
り
、
彼
ら
の
国
民
意
識
の
発
達
に
は
イ
リ

リ
ア
運
動
も
寄
与
し
て
い
た
こ
と）
37
（

、
⑪
ハ
ン
ガ
リ
ー
化
を
進
め
よ
う
と
す
る
ク

エ
ン
＝
ヘ
ー
デ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
総
督
の
下
で
ク
ロ
ア
チ
ア
人
と
セ
ル
ビ
ア
人
の
対

立
が
助
長
さ
れ
た
こ
と）
38
（

、
⑫
一
九
〇
五
年
に
ク
ロ
ア
チ
ア
で
多
く
の
政
党
が
参

加
し
て
ク
ロ
ア
チ
ア
人
・
セ
ル
ビ
ア
人
連
合
が
組
織
さ
れ
た
こ
と）
39
（

に
も
触
れ
ら

れ
て
い
た
。

　

む
ろ
ん
、
ク
ロ
ア
チ
ア
が
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
一
部
で
あ
っ
た
一
九
八
〇

年
代
ま
で
の
歴
史
教
科
書
に
比
べ
れ
ば
、
近
隣
諸
国
・
諸
民
族
に
関
す
る
記
述

が
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
だ
が
、
ま
だ
こ
れ
だ
け
残
さ
れ
て
い
た
と

解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
ら
の
記
述
の
多
く
が
、
二
〇

二
〇
年
か
ら
導
入
さ
れ
て
い
る
新
た
な
教
科
書
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

４
．
歴
史
教
科
書
に
お
け
る
地
域
史
的
視
点
（
２
）

　

シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・
ク
ニ
ガ
刊
行
の
二
〇
一
九
年
ま
で
の
小
学
校
七
年
生
向
け
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の
歴
史
教
科
書
と
二
〇
二
〇
年
の
も
の
を
比
較
す
る
と
、
⑤
、
⑧
、
⑨
は
維
持

さ
れ
て
い
る
も
の
の）
40
（

、
そ
れ
以
外
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
教
科
書
で
新
た
に

加
わ
っ
た
事
項
は
、
⑬
イ
ヴ
ァ
ン
・
マ
ジ
ュ
ラ
ニ
チ
総
督
時
代
の
学
校
制
度
改

革
で
学
校
が
教
会
か
ら
国
家
に
移
管
さ
れ
た
際
、
正
教
会
の
聖
職
者
が
「
セ
ル

ビ
ア
性
（srpstvo

）
に
対
す
る
攻
撃
」
と
し
て
激
し
く
抵
抗
し
た
こ
と
だ
け
で

あ
る）
41
（

。
二
〇
〇
六
年
の
「
ク
ロ
ア
チ
ア
国
民
教
育
基
準
」
と
呼
ば
れ
る
旧
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
は
小
学
校
七
年
生
の
学
習
内
容
と
し
て
ク
ロ
ア
チ
ア
国
外
の
ク
ロ

ア
チ
ア
人
や
ク
ロ
ア
チ
ア
国
内
の
そ
の
他
の
民
族
（
セ
ル
ビ
ア
人
、
イ
タ
リ
ア

人
な
ど
）
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
が
例
示
さ
れ
て
お
り）
42
（

、

実
際
に
⑩
の
よ
う
な
項
目
が
教
科
書
に
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
新
た
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
は
そ
う
し
た
例
示
が
無
く
な
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
新
た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
い
て
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
・
諸

民
族
が
登
場
す
る
の
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
が
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
一
部
で
あ
っ

た
時
代
（
一
九
一
八
年
〜
一
九
九
一
年
）
と
一
九
九
〇
年
代
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ヴ
ィ
ア
紛
争
（「
大
セ
ル
ビ
ア
主
義
的
侵
略
行
為
」
と
い
う
項
目
が
維
持
さ
れ

て
い
る
）
を
含
む
小
学
校
八
年
生
を
別
に
す
れ
ば
、
小
学
校
六
年
生
向
け
の
内

容
に
中
世
ボ
ス
ニ
ア
国
家
が
含
ま
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
背
景
も
あ
っ
て
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
歴
史
教
科
書
に
お
け
る
ク
ロ
ア

チ
ア
国
内
の
セ
ル
ビ
ア
人
に
関
す
る
記
述
よ
り
も
セ
ル
ビ
ア
の
歴
史
教
科
書
に

お
け
る
記
述
の
ほ
う
が
は
る
か
に
詳
し
い
。
一
方
で
は
、
各
教
科
書
に
は
随
所

に
「
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ス
ラ
ヴ
ォ
ニ
ア
、
ダ
ル
マ
チ
ア
に
お
け
る
セ
ル
ビ
ア
人
」

と
い
っ
た
項
目
が
あ
る
も
の
の
、
ク
ロ
ア
チ
ア
史
の
概
要
を
ほ
と
ん
ど
示
す
こ

と
な
く
、
そ
こ
で
の
セ
ル
ビ
ア
人
の
動
向
だ
け
を
詳
し
く
描
い
て
い
る
こ
と
も

事
実
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
ノ
ヴ
ィ
・
ロ
ゴ
ス
の
教
科
書
は
一
九
世
紀
後

半
ま
で
の
ク
ロ
ア
チ
ア
史
の
概
要
を
掲
載
し
、
イ
リ
リ
ア
運
動
に
対
す
る
ヴ
ー

ク
・
カ
ラ
ジ
ッ
チ
の
影
響
や
ク
ロ
ア
チ
ア
の
独
立
を
主
張
す
る
ア
ン
テ
・
ス
タ

ル
チ
ェ
ヴ
ィ
チ
の
構
想
な
ど
に
触
れ
つ
つ
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク

帝
国
の
双
方
に
抵
抗
し
た
一
七
世
紀
後
半
の
ク
ロ
ア
チ
ア
総
督
ペ
タ
ル
・
ズ
リ

ン
ス
キ
の
肖
像
画
と
一
八
四
八
年
革
命
期
の
ク
ロ
ア
チ
ア
総
督
ヨ
シ
プ
・
イ
ェ

ラ
チ
チ
の
肖
像
画
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
例
外
と
い
え
る）

43
（

。

　

ク
ロ
ア
チ
ア
の
小
学
校
七
年
生
向
け
の
歴
史
教
科
書
に
話
を
戻
す
と
、
シ
ュ

コ
ル
ス
カ
・
ク
ニ
ガ
の
教
科
書
に
限
っ
て
言
え
ば
、
セ
ル
ビ
ア
お
よ
び
セ
ル
ビ

ア
人
に
批
判
的
・
対
立
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
一
方
、
ク

ロ
ア
チ
ア
お
よ
び
ク
ロ
ア
チ
ア
人
と
の
共
通
の
歴
史
と
し
て
の
側
面
は
ほ
と
ん

ど
看
取
で
き
な
い
。
他
の
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
・
諸
民
族
あ
る
い
は
南

東
欧
諸
国
で
起
こ
っ
た
出
来
事
も
、
日
本
に
お
け
る
「
世
界
史
」
と
同
じ
よ
う

に
、
国
際
関
係
上
の
重
要
事
項
だ
け
が
ほ
と
ん
ど
ク
ロ
ア
チ
ア
史
と
関
連
づ
け

ら
れ
る
こ
と
な
く
描
か
れ
て
い
る）
44
（

。

　

こ
れ
ほ
ど
極
端
で
は
な
い
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
傾
向
は
ア
ル
カ
・
ス
ク
リ
プ

ト
の
教
科
書
に
も
見
ら
れ
、
①
〜
④
、
⑬
は
登
場
し
な
い
。
し
か
し
、
⑤
か
ら

⑨
の
国
際
情
勢
に
関
す
る
部
分
は
比
較
的
詳
し
く
描
か
れ
て
お
り）
45
（

、
⑭
第
一
次

世
界
戦
中
の
セ
ル
ビ
ア
の
動
向
（
一
九
一
四
年
の
ツ
ェ
ル
の
戦
い
と
コ
ル
バ
ル

の
戦
い
、
一
九
一
五
年
の
コ
ル
フ
島
へ
の
退
却
と
本
土
占
領
、
一
九
一
六
年
の

テ
ッ
サ
ロ
ニ
キ
戦
線
へ
の
参
加
な
ど
）
に
関
す
る
記
述
も
あ
る）
46
（

。
ク
ロ
ア
チ
ア

国
内
の
セ
ル
ビ
ア
人
に
つ
い
て
は
⑩
〜
⑫
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
ほ
か
（
⑩
に

関
し
て
は
若
干
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
な
る）
47
（

）、
⑮
一
八
六
一
年
の
ク
ロ
ア
チ
ア
議
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会
に
は
ス
リ
イ
ェ
ム
、
東
ス
ラ
ヴ
ォ
ニ
ア
、
軍
政
国
境
地
帯
の
セ
ル
ビ
ア
人
も

参
加
し
、
セ
ル
ビ
ア
人
と
ク
ロ
ア
チ
ア
人
の
同
権
、
セ
ル
ビ
ア
語
・
キ
リ
ル
文

字
の
使
用
を
要
求
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る）

48
（

。

　

プ
ロ
フ
ィ
ル
・
ク
レ
ッ
ト
の
教
科
書
で
も
セ
ル
ビ
ア
お
よ
び
セ
ル
ビ
ア
人
に

関
す
る
記
述
は
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
が
、
二
〇
一
九
年
ま
で
の
教
科
書
と
同
じ

事
項
を
ほ
ぼ
引
き
継
い
で
い
る
。
①
と
②
に
関
す
る
記
述
は
あ
る
も
の
の
、
セ

ル
ビ
ア
蜂
起
の
指
導
者
は
説
明
は
お
ろ
か
人
名
さ
え
登
場
せ
ず
、
旧
版
に
あ
っ

た
オ
ブ
レ
ノ
ヴ
ィ
チ
の
肖
像
も
削
除
さ
れ
て
い
る
一
方
、
③
の
ガ
ラ
シ
ャ
ニ
ン

だ
け
は
コ
ラ
ム
で
写
真
つ
き
で
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る）
49
（

。
⑤
〜
⑨
と
⑭
に
関

す
る
記
述）
50
（

、
⑪
と
⑫
に
関
す
る
記
述
も
あ
る）
51
（

。

　

続
い
て
、
地
域
史
的
視
点
が
反
映
さ
れ
や
す
い
も
の
と
し
て
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ヴ
ィ
ア
社
会
主
義
連
邦
共
和
国
時
代
に
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
統
一
運
動
の
先

駆
的
な
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
た
一
八
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
か
け
て

の
「
ク
ロ
ア
チ
ア
民
族
再
生
│
イ
リ
リ
ア
運
動
」
に
関
す
る
各
教
科
書
の
具
体

的
な
記
述
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

一
九
八
〇
年
代
の
教
科
書
に
は
「
イ
リ
リ
ア
運
動
は
ク
ロ
ア
チ
ア
人
だ
け
の

民
族
運
動
に
と
ど
ま
っ
た
」
と
運
動
の
限
界
を
指
摘
す
る
一
方
、「
イ
リ
リ
ア

理
念
は
ク
ロ
ア
チ
ア
国
外
に
も
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
イ
リ
リ
ア
主
義
者
は
ク
ロ

ア
チ
ア
、
ス
ラ
ヴ
ォ
ニ
ア
、
ダ
ル
マ
チ
ア
、
そ
し
て
ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
の
セ

ル
ビ
ア
人
の
間
で
賛
同
者
を
得
た
。
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
の
ニ
ェ
ゴ
シ
ュ
公
は
南
ス

ラ
ヴ
諸
民
族
の
近
親
性
と
い
う
考
え
を
称
賛
し
た
。
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
の
間
で

も
イ
リ
リ
ア
運
動
に
賛
同
す
る
者
が
あ
り
、
な
か
で
も
も
っ
と
も
有
名
な
の
が

ス
タ
ン
コ
・
ヴ
ラ
ズ
で
あ
る
」
と
も
述
べ
て
い
る）
52
（

。
し
か
し
、
す
で
に
一
九
九

〇
年
代
の
教
科
書
で
は
「
イ
リ
リ
ア
運
動
は
ク
ロ
ア
チ
ア
人
だ
け
の
民
族
運
動

に
と
ど
ま
っ
た
」
と
い
う
記
述
が
残
さ
れ
る
一
方
、
セ
ル
ビ
ア
人
や
モ
ン
テ
ネ

グ
ロ
人
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
触
れ
ら
れ
ず
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人

の
ヴ
ラ
ズ
の
事
例
だ
け
が
残
さ
れ
た）

53
（

。
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
る
と
、
各
教
科
書

で
は
イ
リ
リ
ア
運
動
に
関
す
る
記
述
は
多
様
化
し
た
が
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
の
民

族
運
動
と
し
て
の
側
面
を
除
け
ば
、
ヴ
ラ
ズ
の
事
例
を
取
り
上
げ
る
か）
54
（

、
ク
ロ

ア
チ
ア
国
内
の
セ
ル
ビ
ア
人
に
対
す
る
影
響
に
触
れ
る
程
度
と
な
っ
た）
55
（

。
そ
し

て
二
〇
二
〇
年
刊
行
の
新
た
な
教
科
書
で
も
、
詩
人
で
あ
る
ヴ
ラ
ズ
（
ス
ロ

ヴ
ェ
ニ
ア
系
）
と
プ
レ
ラ
ド
ヴ
ィ
チ
（
セ
ル
ビ
ア
系
）
が
民
族
再
生
に
賛
同
し
、

ク
ロ
ア
チ
ア
国
民
理
念
を
受
け
容
れ
た
と
述
べ
る
も
の
（
ア
ル
カ
・
ス
ク
リ
プ

ト
）、
イ
リ
リ
ア
運
動
の
南
ス
ラ
ヴ
的
側
面
に
つ
い
て
他
の
文
献
資
料
を
引
用

し
て
紹
介
し
て
い
る
だ
け
の
も
の
（
プ
ロ
フ
ィ
ル
・
ク
レ
ッ
ト
）、
他
の
南
ス

ラ
ヴ
諸
民
族
と
の
関
わ
り
よ
り
も
イ
リ
リ
ア
運
動
の
指
導
者
リ
ュ
デ
ヴ
ィ
ト
・

ガ
イ
が
ロ
シ
ア
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
一
世
に
ス
ラ
ヴ
諸
民
族
統
一
の
期
待
を
寄
せ
て

い
た
こ
と
を
強
調
す
る
も
の
（
シ
ュ
コ
ル
カ
・
ク
ニ
ガ
）
な
ど
、
い
っ
そ
う
多

様
化
し
て
い
る
が
、
南
ス
ラ
ヴ
統
一
運
動
と
直
接
関
連
づ
け
、
肯
定
的
に
評
価

し
て
い
る
も
の
は
な
い）
56
（

。

　

な
お
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
以
外
の
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
民
族
で
、
現
在
ま

で
小
学
校
七
年
生
向
け
の
歴
史
教
科
書
に
残
っ
て
い
る
人
物
は
ご
く
僅
か
に
過

ぎ
ず
、
す
べ
て
の
教
科
書
に
肖
像
（
ま
た
は
銅
像
）
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
の
は
科
学
・
技
術
分
野
の
世
界
史
的
文
脈
で
登
場
す
る
ニ
コ
ラ
・
テ
ス
ラ
が

ほ
と
ん
ど
唯
一
の
例
外
と
な
っ
て
い
る）
57
（

。
興
味
深
い
こ
と
に
、
テ
ス
ラ
に
関
し

て
は
セ
ル
ビ
ア
の
教
科
書
で
も
写
真
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
て
い
る）
58
（

。
サ
ラ
イ
ェ
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ヴ
ォ
事
件
に
関
し
て
は
、
こ
の
事
件
を
報
道
し
た
新
聞
の
暗
殺
現
場
の
イ
ラ
ス

ト
を
掲
載
し
て
い
る
も
の
は
あ
る
が
、
実
行
犯
の
ガ
ヴ
リ
ロ
・
プ
リ
ン
ツ
ィ
プ

の
写
真
は
無
く
な
っ
て
い
る）
59
（

。
セ
ル
ビ
ア
の
教
科
書
に
は
プ
リ
ン
ツ
ィ
プ
の
写

真
が
必
ず
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る）
60
（

。
ク
ロ
ア
チ
ア
人
の
「
隣

人
」
で
あ
る
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ム
ス
リ
ム
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
人

な
ど
に
至
っ
て
は
、
ま
っ
た
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
も
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
セ

ル
ビ
ア
の
教
科
書
に
し
て
も
、
ク
ロ
ア
チ
ア
を
含
む
セ
ル
ビ
ア
の
近
隣
諸
国
に

お
け
る
セ
ル
ビ
ア
人
の
歴
史
を
描
い
て
は
い
る
も
の
の
、
ク
ロ
ア
チ
ア
史
そ
の

も
の
を
描
く
こ
と
は
な
く
、
イ
リ
リ
ア
運
動
で
さ
え
も
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
な
い）
61
（

。
む
し
ろ
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
と
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ

の
教
科
書
に
は
、
イ
リ
リ
ア
運
動
や
南
ス
ラ
ヴ
統
一
構
想
に
関
す
る
記
述
が
あ

り
、リ
ュ
デ
ヴ
ィ
ト
・
ガ
イ
、ヤ
ン
コ
・
ド
ラ
シ
ュ
コ
ヴ
ィ
チ
、ヨ
シ
プ
・
イ
ェ

ラ
チ
チ
、
ヨ
シ
プ
・
ユ
ラ
イ
・
シ
ュ
ト
ロ
ス
マ
イ
エ
ル
ら
の
肖
像
画
が
掲
載
さ

れ
て
い
る）
62
（

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
と
比
べ
て
も
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
教
科
書

が
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
・
諸
民
族
に
対
す
る
地
域
史
的
視
点
を
欠
い
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

　

本
稿
で
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
で
二
〇
二
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
新
た
な
小
学
校
七

年
生
向
け
の
歴
史
教
科
書
の
記
述
を
そ
れ
以
前
の
も
の
と
比
較
し
つ
つ
、
そ
れ

ら
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
地
域
史
的
視
点
を
分
析
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

ク
ロ
ア
チ
ア
の
現
行
教
科
書
の
内
容
は
一
九
九
〇
年
代
の
も
の
と
比
べ
て
旧

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
民
族
、
と
り
わ
け
セ
ル
ビ
ア
な
い
し
セ
ル
ビ
ア
人
に
敵

対
的
で
あ
る
と
は
ま
で
は
言
え
な
い
も
の
の
、
依
然
と
し
て
セ
ル
ビ
ア
が
ほ
と

ん
ど
「
大
セ
ル
ビ
ア
主
義
」
の
文
脈
で
し
か
登
場
し
な
い
こ
と
、
そ
れ
以
外
の

場
合
は
ク
ロ
ア
チ
ア
人
以
外
の
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
民
族
の
歴
史
は
ほ
と

ん
ど
無
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
か
つ
て
問
題
視
さ
れ
た
セ
ル
ビ

ア
人
を
は
じ
め
と
す
る
近
隣
諸
民
族
と
の
対
立
を
助
長
す
る
よ
う
な
記
述
は
ほ

と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
が
、「
ク
ロ
ア
チ
ア
中
心
主
義
史

観
」
を
相
対
化
し
う
る
地
域
史
的
視
点
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な

い
。
新
た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
目
指
す
ク
ロ
ア
チ
ア
史
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
、
世

界
史
の
文
脈
で
学
ぶ
こ
と
が
現
在
の
よ
う
に
断
片
的
で
は
な
い
形
で
実
現
さ
れ

れ
ば
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
・
諸
民
族
を
基
盤
と
す
る
南
東
欧
地
域
史

を
描
く
こ
と
は
必
須
で
は
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
現
時
点
で
は

個
々
の
歴
史
教
科
書
に
お
い
て
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
史
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
、
世
界

史
の
関
連
づ
け
は
十
分
で
は
な
く
、「
ク
ロ
ア
チ
ア
中
心
主
義
史
観
」
が
払
拭

さ
れ
て
い
る
と
も
言
い
が
た
い
。
こ
の
こ
と
は
、
二
〇
二
一
年
に
刊
行
予
定
の

小
学
校
八
年
生
向
け
お
よ
び
中
学
校
四
年
生
向
け
の
歴
史
教
科
書
に
、
よ
り
顕

著
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
紛
争
が
勃
発
し

て
か
ら
三
〇
年
に
も
な
る
が
、
当
事
者
で
あ
っ
た
地
域
住
民
の
和
解
が
で
き
て

い
る
の
か
は
世
論
調
査
の
結
果
な
ど
を
見
る
と
疑
わ
し
い
面
も
あ
る）
63
（

。
そ
の
意

味
で
も
、
歴
史
教
科
書
に
お
け
る
地
域
史
的
視
点
の
分
析
を
継
続
的
に
行
い
、

そ
れ
を
住
民
の
和
解
へ
と
結
び
つ
け
る
方
法
に
つ
い
て
検
討
を
続
け
る
こ
と
が

必
要
で
あ
ろ
う
。
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注（
1
）
ス
ニ
ェ
ジ
ャ
ナ
・
コ
レ
ン
「
教
科
書
の
中
の
地
域
史
│
ク
ロ
ア
チ
ア
の
事
例
│
」、
柴
宜

弘
編
『
バ
ル
カ
ン
史
と
歴
史
教
育
│
「
地
域
史
」
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
再
構
築
』
明

石
書
店
、
二
〇
〇
八
年
、
一
二
〇
〜
一
三
九
頁
等
を
参
照
。

（
2
）
ク
ロ
ア
チ
ア
で
は
一
九
八
〇
年
代
末
に
ク
ロ
ア
チ
ア
民
主
同
盟
（
Ｈ
Ｄ
Ｚ
）
を
結
党
し
、

独
立
後
の
ク
ロ
ア
チ
ア
初
代
大
統
領
と
な
っ
た
フ
ラ
ニ
ョ
・
ト
ゥ
ジ
マ
ン
が
一
九
九
九
年

一
一
月
に
逝
去
し
た
。
一
九
九
〇
年
四
月
に
実
施
さ
れ
た
第
二
次
世
界
大
戦
後
初
の
複
数

政
党
制
に
基
づ
く
ク
ロ
ア
チ
ア
議
会
選
挙
で
地
滑
り
的
勝
利
を
収
め
て
か
ら
一
九
九
二
年

八
月
の
総
選
挙
、
一
九
九
五
年
一
〇
月
の
総
選
挙
で
も
第
一
党
の
地
位
を
維
持
し
て
き
た

Ｈ
Ｄ
Ｚ
は
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
の
総
選
挙
で
は
社
会
民
主
党
（
Ｓ
Ｄ
Ｐ
）
を
主
力
と
す
る

中
道
左
派
連
合
に
大
敗
し
、
そ
の
直
後
に
実
施
さ
れ
た
大
統
領
選
挙
で
も
Ｈ
Ｄ
Ｚ
の
後
継

候
補
は
得
票
数
三
位
に
と
ど
ま
り
、
決
選
投
票
に
さ
え
進
め
な
か
っ
た
。
一
方
、
セ
ル
ビ

ア
で
は
社
会
主
義
時
代
か
ら
セ
ル
ビ
ア
共
産
主
義
者
同
盟
議
長
と
し
て
実
権
を
ふ
る
っ
て

い
た
ス
ロ
ボ
ダ
ン
・
ミ
ロ
シ
ェ
ヴ
ィ
チ
が
一
九
九
一
年
か
ら
セ
ル
ビ
ア
大
統
領
、
一
九
九

七
年
か
ら
は
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
と
結
成
し
て
い
た
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
連
邦
共
和
国
大
統
領

と
な
り
、
彼
を
党
首
と
す
る
セ
ル
ビ
ア
社
会
党
（
Ｓ
Ｐ
Ｓ
）
は
一
九
九
〇
年
代
の
四
回
の

セ
ル
ビ
ア
議
会
選
挙
お
よ
び
三
回
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
連
邦
議
会
選
挙
で
第
一
党
の
地

位
を
維
持
し
て
い
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
連
邦
議
会
選

挙
お
よ
び
初
め
て
公
選
制
と
な
っ
た
連
邦
大
統
領
選
挙
で
セ
ル
ビ
ア
民
主
野
党
連
合
に
敗

れ
、
し
か
も
そ
の
結
果
を
認
め
な
か
っ
た
た
め
「
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
革
命
」
と
呼
ば
れ
る
大

規
模
な
抗
議
行
動
ま
で
起
こ
っ
た
。
Ｓ
Ｐ
Ｓ
は
同
年
一
二
月
の
セ
ル
ビ
ア
議
会
選
挙
で
も

敗
れ
て
、
初
め
て
下
野
し
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国

（
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
後
継
諸
国
）
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
月
村
太
郎
編
『
解
体
後
の
ユ
ー

ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
』
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
七
年
等
を
参
照
。

（
3
）
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
社
会
主
義
連
邦
共
和
国
時
代
、
各
共
和
国
・
自
治
州
ご
と
の
国
定

教
科
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
ク
ロ
ア
チ
ア
で
は
シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・
ク
ニ
ガ
が
ほ
と
ん
ど

唯
一
の
教
科
書
出
版
社
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
と
同
じ
役
割
を
担
う
も
の
と
し
て
、
ス
ロ
ヴ
ェ

ニ
ア
に
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
国
立
出
版
局
（D

ržavna založba Slovenije

）、
セ
ル
ビ
ア
に
教
科

書
・
教
材
局
（Zavod za udžbenike i nastavna sredstva

）、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ

ヴ
ィ
ナ
に
ス
ヴ
ィ
エ
ト
ロ
ス
ト
（Svjetlost

）、
マ
ケ
ド
ニ
ア
に
プ
ロ
ス
ヴ
ェ
ト
ノ
・
デ
ロ

（Prosvetno delo

）、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
に
共
和
国
教
育
開
発
局
（R

epublički zavod za 

unapređivanje vaspitanja i obrazovanja

）
が
存
在
し
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
モ
ン
テ
ネ

グ
ロ
お
よ
び
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
ス
ル
プ
ス
カ
共
和
国
で
は
歴
史
教
科
書

は
国
定
教
科
書
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
多
く
の
国
々
で
は
一
九
九
〇
年
代
か
ら

二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
教
科
書
が
認
可
制
と
な
っ
て
複
数
の
出
版
社
が
歴
史
教
科
書
を

刊
行
し
て
い
る
。
石
田
信
一
「
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
け
る
学
校
教
育
制
度
と
歴
史
教

育
の
現
状
│
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
を
中
心
に
│
」、『
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部

紀
要
』
第
四
七
号
、
二
〇
一
二
年
、
一
〜
一
四
頁
等
を
参
照
。

（
4
）
こ
う
し
た
試
み
に
関
し
て
は
、
石
田
信
一
「
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
紛
争
と
歴
史
教
育
か

ら
見
た
和
解
の
試
み
」、『
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
五
三
号
、
二
〇
一
八
年
、

一
〜
一
七
頁
等
を
参
照
。
も
っ
と
も
重
要
な
多
国
間
の
取
り
組
み
と
し
て
、
ギ
リ
シ
ア
・

テ
ッ
サ
ロ
ニ
キ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
南
東
欧
の
民
主
主
義
と
和
解
の
た
め
の
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｄ
Ｒ

Ｓ
Ｅ
Ｅ
）」
が
推
進
し
て
き
た
「
共
同
歴
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
あ
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や

研
修
会
の
開
催
、
論
文
集
や
資
料
集
（
副
教
材
）
の
刊
行
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
成
果
を
あ

げ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
ク
リ
ス
テ
ィ
ナ
・
ク
ル
リ
総
括
責
任
『
バ
ル
カ
ン
の
歴
史

│
バ
ル
カ
ン
近
代
史
の
共
通
教
材
』（
明
石
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
の
巻
末
に
あ
る
「
監
訳

者
解
説
」（
柴
宜
弘
、
五
三
七
〜
五
四
五
頁
）
は
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
対
す
る
批
判
等

の
存
在
を
含
め
て
、
非
常
に
参
考
に
な
る
。
Ｃ
Ｄ
Ｒ
Ｓ
Ｅ
Ｅ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
は
、

ク
リ
ス
テ
ィ
ナ
・
ク
ル
リ
「
分
断
さ
れ
た
地
域
の
共
通
の
過
去
│
バ
ル
カ
ン
の
歴
史
を
教

え
る
こ
と
│
」、
柴
宜
弘
編
『
バ
ル
カ
ン
史
と
歴
史
教
育
』
一
〇
五
〜
一
一
九
頁
等
も
参
照
。

（
5
）
こ
の
新
た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
石
田
信
一
「
ク
ロ
ア
チ
ア

に
お
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
変
遷
と
歴
史
教
育
の
諸
問
題
」、『
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
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部
紀
要
』
第
五
五
号
、
二
〇
二
〇
年
、
一
〜
一
八
頁
等
を
参
照
。

（
6
）
石
田
信
一
「
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
歴
史
教
育
と
近
代
史
」、『
跡
見
学
園
女
子
大
学
文

学
部
紀
要
』
第
四
五
号
、
二
〇
一
〇
年
、
一
〜
一
八
頁
、
石
田
信
一
「
国
民
史
を
超
え
る

試
み
│
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
の
歴
史
教
科
書
に
み
る
地
域
史
」、
柴
宜
弘
・
木
村

真
・
奥
彩
子
編
『
東
欧
地
域
研
究
の
現
在
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
、
二
八
六
〜
三

〇
四
頁
等
を
参
照
。

（
7
）
コ
レ
ン
「
教
科
書
の
中
の
地
域
史
」
一
二
八
頁
。

（
8
）
本
研
究
課
題
の
着
想
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
・
基
盤
研
究
Ｂ
（
研
究
課
題
「
バ
ル
カ
ン

諸
国
の
歴
史
教
育
か
ら
見
た
紛
争
と
和
解
の
研
究
」）（15K

T
0046

）
か
ら
得
て
い
る
。
ま

た
、
そ
の
成
果
は
、
前
掲
論
文
「
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
紛
争
と
歴
史
教
育
か
ら
見
た
和
解

の
試
み
」、「
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
変
遷
と
歴
史
教
育
の
諸
問
題
」
等

と
し
て
発
表
し
て
い
る
。

（
9
）O

dluka o donošenju kurikulum
a za nastavni predm

et Povijest za osnovne škole i 

gim
nazije u R

epublici H
rvatskoj, N

arodne novine, 27/2019 (20.3.2019.).

（
10
）K

atalog odobrenih udžbenika za šk. god. 2020./2021., O
SN

O
V

N
A

 ŠK
O

LA
, 

Zagreb: M
inistarstvo znanosti i obrazovanja, 2020; K

atalog odobrenih udžbenika za 

šk. god. 2020./2021., G
IM

N
A

ZIJE, Zagreb: M
inistarstvo znanosti i obrazovanja, 

2020. 

こ
こ
で
は
、シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・
ク
ニ
ガ
（K

rešim
ir Erdelja, Igor Stojaković, K

lio 7: 

udžbenik povijesti u sedm
om

 rezredu osnovne škole, Zagreb: Školska knjiga, 2020; 

Igor A
rtić, D

ijana M
uškardin, Ivan Santica, Tragovi 3: udžbenik povijesti u trećem

 

razredu gim
nazije, Zagreb: Školska knjiga, 2020

）、
プ
ロ
フ
ィ
ル
・
ク
レ
ッ
ト
（Igor 

D
espot, G

ordana Frol, M
iljenko H

ajdarović, Vrem
eplov 7: udžbenik povijesti za sedm

i 

razred, Zagreb: Profil K
lett, 2020; A

nita B
udor D

espot, Igor D
espot, Zašto je povijest 

važna? 3 : udžbenik povijesti za treći razred gim
nazije, Zagreb: Profil K

lett, 2020

）、

ア
ル
カ
・
ス
ク
リ
プ
ト
（D

inko B
enčić, Liljana H

ost, M
oja Povijest 7: udžbenik za 7. 

razred osnovne škole, Zagreb: A
lka script, 2020

）、
メ
リ
デ
ィ
ヤ
ニ
（V

jera B
rković, 

R
ona B

ušljeta, H
rvoje Petrić, Filip Šim

etin Šegvić, N
ikolina Šim

etin Šegvić, M
laden 

Tom
orad, Povijest 3, Svijet prije nas: udžbenički kom

plet za povijest u trećem
 razredu 

gim
nazije, Zagreb: M

eridijani, 2020

）
の
も
の
を
参
照
す
る
。

（
11
）
こ
れ
ら
二
名
の
執
筆
者
に
イ
ヴ
ァ
ン
・
ド
ゥ
キ
ッ
チ
を
加
え
た
三
名
で
シ
ュ
コ
ル
ス

カ
・
ク
ニ
ガ
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
教
科
書
（Ivan D

ukić, K
rešim

ir Erdelja, 

Igor Stojaković, Povijest 7: udžbenik za sedem
i razerd osnovne škole, Zagreb: Školska 

knjiga, 2000

）
に
由
来
し
、
も
っ
と
も
長
命
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
教
科
書
の
タ

イ
ト
ル
は
二
〇
〇
七
年
（Tragom

 prošlosti 7: udžbenik povijesti za sedem
i razerd 

osnovne škole

）、
二
〇
一
四
年
（Tragom

 prošlosti 7: udžbenik povijesti u sedem
om

 

razerdu osnovne škole

）、
二
〇
二
〇
年
（K

lio 7: udžbenik povijesti u sedem
om

 

razerdu osnovne škole

）
と
微
妙
に
変
化
し
て
い
る
。

（
12
）
福
井
憲
彦
ほ
か
『
世
界
史
Ｂ
』
東
京
書
籍
、
二
〇
一
七
年
、
三
四
八
〜
三
五
二
頁
。

（
13
）Tragovi 3, pp.197-224.

（
14
）Ivan V

ujić, Povijest. H
rvatska i svijet u XX. stoljeću. U

džbenik za četvrti razred 

gim
nazije, Zagreb: B

irotehnika, 1998. pp.32-49.

（
15
）N

even B
udak, “Post-socialist H

istoriography in C
roatia since 1990,” U

lf 

B
runnbauer, ed., (Re)W

riting H
istory. H

istoriography in Southeast Europe after 

Socialism
, M

ünster: Lit Verlag, 2004, pp.158-163. 

こ
の
論
文
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
〇
年

代
後
半
に
刊
行
さ
れ
た
近
代
史
・
現
代
史
に
関
す
る
教
科
書
が
取
り
扱
っ
て
い
る
ト
ピ
ッ

ク
は
、
平
均
し
て
政
治
史
六
四
％
、
軍
事
史
一
八
％
、
文
化
・
社
会
・
経
済
史
一
七
％
、

ま
た
ク
ロ
ア
チ
ア
史
五
八
％
、
地
域
史
三
％
、
世
界
史
三
七
％
と
な
っ
て
い
る
（
合
計
が

一
〇
〇
％
で
は
な
い
）。

（
16
）
石
田
信
一
「
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
歴
史
教
育
と
近
代
史
」
一
三
〜
一
四
頁
。

（
17
）
プ
ロ
フ
ィ
ル
・
ク
レ
ッ
ト
の
小
学
校
七
年
生
向
け
歴
史
教
科
書
で
は
、
政
治
史
四
〇
％
、

社
会
史
一
七
％
、
哲
学
・
宗
教
・
文
化
史
一
一
％
、
経
済
史
一
〇
％
、
科
学
・
技
術
史
一

〇
％
、
選
択
テ
ー
マ
一
一
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
直
接
ク
ロ
ア
チ
ア
史
に
関
わ
る
章
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（
世
界
史
と
ク
ロ
ア
チ
ア
史
が
融
合
し
て
い
る
章
を
除
く
）
の
比
率
は
プ
ロ
フ
ィ
ル
・
ク

レ
ッ
ト
が
三
四
％
、
シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・
ク
ニ
ガ
が
三
六
％
、
ア
ル
カ
・
ス
ク
リ
プ
ト
が
三

三
％
と
、
大
き
な
違
い
は
な
い
。

（
18
）
石
田
信
一
「
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
に
お
け
る
歴
史
認
識
の
変
化
│
南
ス
ラ
ヴ
理

念
の
系
譜
に
関
す
る
記
述
を
め
ぐ
っ
て
│
」『
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
四
九

号
、
二
〇
一
四
年
、
二
一
〜
二
二
頁
。

（
19
）D

ragutin Pavličević, Filip Potrebica, R
ene Lovrenčić, Č

ovjek u svom
 vrem

enu 3: 

[udžbenik povijesti za VII. razred osnovne škole], III. izdanje, Zagreb: Školska knjiga, 

1988, pp.188-193.

（
20
）Č

ovjek u svom
 vrem

enu 3, pp.194-199.

（
21
）Filip Potrebica, D

ragutin Pavličević, Povijest za VII. razred osnovne škole, 3. 

izdanje, Zagreb: A
lfa, 1998, p.58.

（
22
）Povijest za VII. razred (1998), pp.60-65.

（
23
）Povijest za VII. razred (1998), pp.105-106.

（
24
）
コ
レ
ン
「
教
科
書
の
中
の
地
域
史
」
一
三
三
頁
。

（
25
）Tragom

 prošlosti 7 (2007), p.121.

（
26
）Tragom

 prošlosti 7 (2007), p.74; Tragom
 prošlosti 7 (2014), p.67.

（
27
）Tragom

 prošlosti 7 (2007), p.74; Tragom
 prošlosti 7 (2014), p.67.

（
28
）Tragom

 prošlosti 7 (2007), p.74; Tragom
 prošlosti 7 (2014), p.67.

（
29
）Tragom

 prošlosti 7 (2007), p.91; Tragom
 prošlosti 7 (2014), p.83.

（
30
）Tragom

 prošlosti 7 (2007), pp.134-135; Tragom
 prošlosti 7 (2014), p.126.

（
31
）Tragom

 prošlosti 7 (2007), p.197; Tragom
 prošlosti 7 (2014), p.181.

（
32
）Tragom

 prošlosti 7 (2007), pp.198-199; Tragom
 prošlosti 7 (2014), pp.182-183.

（
33
）Tragom

 prošlosti 7 (2007), p.200; Tragom
 prošlosti 7 (2014), p.184.

（
34
）Tragom

 prošlosti 7 (2007), pp.211-212; Tragom
 prošlosti 7 (2014), pp.196-197.

（
35
）Tragom

 prošlosti 7 (2007), p.212; Tragom
 prošlosti 7 (2014), p.197

（
36
）K

rešim
ir Erdelja, Igor Stojaković, Tragom

 prošlosti 8: udžbenik povijesti za osm
i 

razerd osnovne škole, Zagreb: Školska knjiga, 2007, pp.70-71; K
rešim

ir Erdelja, Igor 

Stojaković, Tragom
 prošlosti 8: udžbenik povijesti u osm

om
 razerdu osnovne škole, 

Zagreb: Školska knjiga, 2014, p.65. 

な
お
、
二
〇
〇
六
年
ま
で
の
シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・
ク

ニ
ガ
の
小
学
校
七
年
生
向
け
の
教
科
書
（
二
〇
〇
〇
年
初
版
）
で
は
、
コ
ル
フ
宣
言
の
詳

し
い
背
景
や
説
明
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。Ivan D

ukić, K
rešim

ir Erdelja, Igor Stojaković, 

Povijest 7: udžbenik za sedem
i razerd osnovne škole, V

II. izm
ijenjeno i dopunjeno 

izdanje, Zagreb: Školska knjiga, 2006, p.139.

（
37
）Tragom

 prošlosti 7 (2007), p.91; Tragom
 prošlosti 7 (2014), p.83.

（
38
）Tragom

 prošlosti 7 (2007), pp.156-157; Tragom
 prošlosti 7 (2014), p.144.

（
39
）Tragom

 prošlosti 7 (2007), pp.160-161; Tragom
 prošlosti 7 (2014), p.147.

（
40
）K

lio 7, pp.152-153, 155-157, 168-169.

（
41
）K

lio 7, p.138.

（
42
）N

astavni plan i program
 za osnovnu školu, Z

agreb: M
inistarstvo znanosti, 

obrazovanja i športa, 2006, p.288.

（
43
）Ч

едом
ир А

нтић, М
ањ

а М
илиновић, И

ст
орија 7: уџбеник са одабраним 

ист
оријским изворима за седми разред основне ш

коле, Београд: Н
ови Л

огос, 

2020, с.173-174.

（
44
）
日
本
の
中
学
校
向
け
歴
史
教
科
書
で
も
サ
ラ
イ
ェ
ヴ
ォ
事
件
だ
け
は
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
（『
新
し
い
歴
史
』
東
京
書
籍
、
二
〇
一
四
年
、
一
八
五
頁
）。
ま
た
、
高
校
向
け
歴

史
教
科
書
（
前
掲
『
世
界
史
Ｂ
』）
で
は
簡
潔
な
が
ら
①
と
⑤
〜
⑧
に
関
す
る
記
述
が
あ
る

（
二
八
四
、
二
九
四
〜
二
九
五
、
三
一
九
〜
三
二
〇
、
三
四
八
〜
三
四
九
頁
）。

（
45
）M

oja Povijest 7, pp.70-71, 135-138, 153-155.
（
46
）M

oja Povijest 7, p.141.

（
47
）M

oja Povijest 7, pp.54, 125, 131.

（
48
）M

oja Povijest 7, p.116.
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（
49
）D

am
ir A

gičić, Vrem
eplov 7: udžbenik povijesti za sedm

i razred osnovne škole, 

Zagreb: Profil, 2014, p.83; Vrem
eplov 7 (2020), pp.93-94.

（
50
）Vrem

eplov 7 (2014), pp.82-83, 122-127, 187-188, 190-193, 199-200; Vrem
eplov 7 

(2020), pp.94-98, 156, 159, 164, 178-179.

（
51
）Vrem

eplov 7 (2014), pp.175, 179-180; Vrem
eplov 7 (2020), pp.108-109, 114.

（
52
）Č

ovjek u svom
 vrem

enu 3, pp.59, 190.

（
53
）Povijest za VII. razred (1998), p.43.

（
54
）Stjepan B

ekavac, Siniša K
ljajić, Povijest 7: udžbenik za 7. razred osnovne škole, 

Zagreb: A
lfa, 2009, p73.

（
55
）Tragom

 prošlosti 7 (2007), p.91; D
am

ir A
gičić, Povijest 7.U

džbenik za sedm
i 

razred osnovne škole, Zagreb: Profil International, 2007, p.53.

（
56
）M

oja Povijest 7, p.54; Vrem
eplov 7 (2020), p.70; K

lio 7, p.64.

（
57
）K

lio 7, p.96; Vrem
eplov 7 (2020), p.40; M

oja povijest 7, pp.89, 90. 

こ
の
ほ
か
、
ガ

ラ
シ
ャ
ニ
ン
の
写
真
を
掲
載
し
て
い
る
教
科
書
も
あ
る
（Vrem

eplov 7 (2020), p.94

）。

（
58
）М

илош
 О

м
рчен, Н

евена Грбовић, И
ст

орија 7, уџбеник са одабраним 

ист
оријским изворима за седми разред основне ш

коле, Београд: Едука, 2020, 

с.158; С
узана Рајић, Д

анко Л
еовац, И

ст
орија, У

џбеник са одабраним 

ист
оријским изворима за седми разред основне ш

коле, Београд: Ф
реска, 2020, 

с.181; М
ирослав Ф

илиповић, И
ст

орија 7, уџбеник са одабраним ист
оријским 

изворима за 7. разред основне ш
коле, Београд: D

ata status, 2020, с.160; Урош
 

М
иливојевић, В

есна Лучић, Зоран П
авловић, И

ст
орија 7: уџбеник са одабраним 

ист
оријским изворима за седми разред основне ш

коле, Београд: БИ
ГЗ ш

колство, 

2020, с.90; А
лександар Растовић, П

редраг М
. Бајагић, Бранка Бечановић, Бојана 

Л
азаревић, И

ст
орија: уџбеник са одабраним ист

оријским изворима за седми 

разред основне ш
коле, Београд: Герундијум

, 2020, с.118; Д
рагом

ир Бонџић, 

Коста Н
иколић, И

ст
орија: уџбеник са одабраним ист

оријским изворим
а за 

седми разред основне ш
коле, Београд: Завод за уџбенике, 2020, с.116; Радомир Ј. 

П
оповић, Емина Ж

увковић, Љ
иљ

ана Н
едовић, А

лександар Тодосијевић, С
ањ

а 

П
етровић Тодосијевић, И

ст
орија 7: уџбеник са одабраним ист

оријским 

изворима за седми разред основне ш
коле, Београд: K

lett, 2020, с.161; Чедомир 

А
нтић, М

ањ
а М

илиновић, И
ст

орија 7: уџбеник са одабраним ист
оријским 

изворим
а за седм

и разред основне ш
коле, Београд: Н

ови Л
огос, 2020, с.116; 

В
есна Д

имитријевић, И
ст

орија 7: уџбеник са одабраним ист
оријским изворима 

за седми разред основне ш
коле, Београд: Вулкан знањ

е, 2020, с.133.

（
59
）K

lio 7, p.156; M
oja Povijest 7, p.138. 

二
〇
一
九
年
ま
で
の
シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・
ク
ニ
ガ

の
教
科
書
に
は
、
プ
リ
ン
ツ
ィ
プ
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。Tragom

 prošlosti 7 

(2014), p.184.

（
60
）И

ст
орија 7 (Едука, 2020), с.190; И

ст
орија (Ф

реска, 2020), с.181; И
ст

орија 7 

(D
ata status, 2020), с.184; И

ст
орија 7 (БИ

ГЗ, 2020), с.229; И
ст

орија (Герундијум, 

2020), с.182; И
ст

орија (Завод за уџбенике, 2020), с.172; И
ст

орија 7 (K
lett, 2020), 

с.197; И
ст

орија 7 (Н
ови Логос, 2020), с.213; И

ст
орија 7 (Вулкан знањ

е, 2020), 

с.201.

（
61
）
前
述
の
通
り
、
ノ
ヴ
ィ
・
ロ
ゴ
ス
の
教
科
書
で
は
イ
リ
リ
ア
運
動
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
も
の
の
、
そ
の
指
導
者
で
あ
る
リ
ュ
デ
ヴ
ィ
ト
・
ガ
イ
の
名
前
さ
え
登
場
し
な
い
。

И
ст

орија 7 (Н
ови Логос, 2020), с.174. 

ま
た
、
ヴ
ル
カ
ン
・
ズ
ナ
ニ
ェ
の
教
科
書
は
、

文
化
史
に
お
け
る
ロ
マ
ン
主
義
の
潮
流
の
文
脈
で
「
最
も
有
名
な
ス
ラ
ヴ
諸
民
族
の
民
族

再
生
の
代
表
者
は
、
セ
ル
ビ
ア
人
で
は
ヴ
ー
ク
・
カ
ラ
ジ
ッ
チ
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
人
で
は

パ
ヴ
ェ
ル
・
シ
ャ
フ
ァ
ー
リ
ク
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
で
は
フ
ラ
ン
ツ
ェ
・
プ
レ
シ
ェ
レ
ン
、

ク
ロ
ア
チ
ア
で
は
リ
ュ
デ
ヴ
ィ
ト
・
ガ
イ
で
あ
る
」
と
紹
介
し
、
そ
の
全
員
の
肖
像
画
ま

で
掲
載
し
て
て
い
る
。И

ст
орија 7 (Вулкан знањ

е, 2020), с.108.
（
62
）Leonard Valenta, H

istorija – Povijest za 8. razred devetogodišnje osnovne škole, 

Sarajevo: D
ječija knjiga, B

osanska riječ, 2011, pp.52-56; Izet Šabotić, M
irza Č

ehajić, 
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H
istorija 8: udžbenik za osm

i razred devetogodišnje osnovne škole, Tuzla-Zenica: 

N
A

M
, V

rijem
e, 2011, pp.49-50; A

sm
ir H

asičić, H
istorija: udžbenik za osm

i razred 

devetogodišnje osnovne škole, Sarajevo: Sarajevo Publishing, 2011, pp.50-51, 54-57; 

A
zerina M

um
inović, Safer M

um
inović, H

istorija za 8. razred devetogodišnje osnovne 

škole, Sarajevo: Svjetlost, 2011, pp.57-58; Ж
ељ

ко В
ујадиновић, С

лавица 

Купреш
анин, Гордана Н

аградић, И
ст

орија за 8. разред основне ш
коле, И

сточно 

С
арајево: Завод за уџбенике и наставна средства, 2010, с.172, 174; Ж

ивко М
. 

А
ндријаш

евић, С
аит Ш

аботић, Д
рагутин П

аповић, С
лободан Д

робњ
ак, 

И
ст

орија за осми разред основне ш
коле, уџбеник, П

одгорица: Завод за уџбенике 

и наставна средства, 2018, с.73-74.

（
63
）
二
〇
一
九
年
に
ク
ロ
ア
チ
ア
で
実
施
さ
れ
た
世
論
調
査
で
は
、
回
答
者
の
う
ち
セ
ル
ビ

ア
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
に
賛
成
す
る
者
は
三
三
％
に
過
ぎ
ず
、
反
対
す
る
者
の
四
五
％
を
大
き
く

下
回
る
な
ど
友
好
的
で
は
な
い
面
が
窺
え
る
。
他
の
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
の
Ｅ
Ｕ

加
盟
に
関
し
て
は
、
北
マ
ケ
ド
ニ
ア
六
七
％
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
六
二
％
、

モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
五
七
％
、
コ
ソ
ヴ
ォ
五
三
％
と
い
ず
れ
も
賛
成
す
る
者
が
過
半
数
を
占
め

た
の
と
は
対
照
的
で
あ
っ
た
。Ipsos, Svijest građana o Europskoj uniji, te stavovi o 

ulozi RH
 u predsjedanju, 10. prosinca 2019. [https://crosol.hr/w

p- content/uploads/20 

20/01/Ipsos_C
rosol_Predsjedanje-R

H
-EU

-1.pptx] 

な
お
、
二
〇
二
〇
年
に
セ
ル
ビ
ア
で

実
施
さ
れ
た
世
論
調
査
で
は
、セ
ル
ビ
ア
の
最
大
の
敵
国
は
ど
こ
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、

ク
ロ
ア
チ
ア
が
第
一
位
（
三
〇
％
）
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
い
る
。B

C
SP, M

any Faces 

of Serbian Foreign Policy. Public O
pinion and G

eopolitical Balancing, N
ovem

ber 

2020. [https:// bezbednost.org/w
p-content/uploads/2020/11/ M

A
N

Y-FA
C

ES-O
F-

SER
B

IA
N

-FO
R

EIG
N

- PO
LIC

Y.pdf]

（
い
ず
れ
も
、
二
〇
二
一
年
一
月
一
一
日
閲
覧
）


